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令 

和
６
年
度
中
学
生
向
け
学
校
説
明
会
が
10
月
16
日

(

水)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
の
夏
実
施
か

ら
、
久
し
ぶ
り
の
保
護
者
も
参
加
し
て
の
秋
実
施
で
、
予
想

を
大
幅
に
上
回
る
１
２
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、
会
場
の
体

育
館
は
急
遽
椅
子
な
し
の
会
場
設
営
と
な
り
ま
し
た
。 

 

説
明
会
で
は
校
長
あ
い
さ
つ
、
教
頭
先
生
の
学
校
概
要
説

明
に
引
き
続
き
生
徒
代
表
に
よ
る
学
校
紹
介
が
行
わ
れ
、
締
め
に
進
路･

生
徒
指
導
主
任
の
先
生
方
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
引
き
続
き
視
聴
覚
室
で
中
学
校
の
先
生
方
対
象
の
入

試
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
従
来
の
推
薦

入
試
に
代
わ
っ
て
新
た
に
特
色
選
抜
入
試
が
導
入
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

部
活
動
や
特
別
活
動
と
日
々
の
学
習
を
両
立
さ
せ
次

代
を
拓
く
、
知
性
と
品
性
を
備
え
た
逞
し
い
人
間
を
育

て
る
首
里
高
校
へ
多
く
の
中
学
生
が
志
願
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

奥 武山弓道場で９月29日(日)に令和６年度沖縄

県高等学校新人体育大会弓道競技が行われま

した。 

 首里高校は男子が見事団体優勝、10月26日

(土)・27日(日)に開催される九州(熊本)大会への

派遣を勝ち取りました。 

 男子個人戦でも多くが決勝に勝ち進み、優勝は

惜しくも逃しましたが、準優勝に部長の瀨底暖生

さん（首里中）、３位にNHK「おきなわHOTeye」で

も紹介された冨名腰朝成さん（城北中）、４位に

松山琉駒さん（琉大附属中）と素晴らしい活躍を

見せました。  

 来年は九州総体弓道競技が沖縄で開催される予

定です。ぜひ今回の九州

新人熊本大会で力を発揮

し、繋げて行って欲しい

と思います。 

 外部指導者の吉長さん

にお礼申し上げます。 

来 

月
東
京
で
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
ご
当
地
！
絶

品
う
ま
い
も
ん
甲
子
園
」
の
決
勝
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
ク
ッ
キ
ン
グ
部
へ
の
応
援
企
画
と

し
て
、
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
な
ど
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
会
「
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
チ

ン
」
が
10
月
３
日(

木)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
ザ･

ビ
ー
チ
タ
ワ
ー
沖
縄
」
の
調
理
主
任
の
樺
山
一

樹
さ
ん
か
ら
直
々
に
上
原
千
和
さ
ん
（
浦
添
中
）
、
幸
地

向
日
葵
さ
ん
（
石
田
中
）
に
「
心
と
体
の
命
薬
キ
ッ
シ
ュ
」
の
味
や
調
理
過

程
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
合
同
会
社
フ
ク
の
山
内
慶
介
さ
ん
、
田
芋

生
産
農
家
「
笑
う
芋
に
は
福
来
た
る
」
の
金
城
貴
興

さ
ん
・
真
海
さ
ん
か
ら
も
、
品
不
足
の
貴
重
な
田
芋

の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

多
く
の
方
々
か
ら
応
援
を
受
け
、
き
っ
と
沖
縄
の

食
材
の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

日 本教育公務員弘済会

（日教弘）沖縄支部

給付奨学金の給付式が10月

４日(金)に校長室で行われ

ました。 

 ジブラルタ生命の本校担当の比嘉さん、山城さ

ん参加の下、日本教育公務員弘済会沖縄支部の渡

久山英雅参事から本校の３名（１年生１名、２年

生１名、３年生１名）に奨学金が授与されまし

た。 

 本奨学金については、昭和63年度から令和５年度

まで、金額にして約２億６千万円、人数にして延べ

5,190名の奨学生が本制度の恩恵にあずかり、学業

を全うすることができたと聞いております。 

 日教弘は、私たち教職員が加入している教弘保険

を財源として、様々な教育振興事業を行っており、

その中の「奨学事業」に、私たちが毎月支払ってい

る掛け金がこのように有効に活用されていること

を嬉しく思います。 

 担当の島根先生、ありがとうございました。 


